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「
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日
本
人
が
生
涯
に「
が
ん
」に
罹り

患か
ん

す
る
確
率
は
、
男
性
が
62
％
、

女
性
が
47
％
と
な
っ
て
お
り
、
２

人
に
１
人
が
が
ん
を
発
症
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
が
ん
は
日
本
人
の

死
因
第
１
位
に
も
な
っ
て
お
り
、
そ

の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
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早
期
発
見
が
大
切
で
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が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
、

診
断
時
か
ら
５
年
後
に
生
存
し
て

い
る
確
率
を「
５
年
相
対
生
存
率
」

と
い
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
進
行
度
に
よ
っ
て
０

～
Ⅳ
期
の
５
段
階
に
分
類
さ
れ
ま

す
が
、
Ⅰ
期（
が
ん
を
早
期
発
見
し

た
場
合
）と
、
Ⅳ
期（
早
期
発
見
で

き
な
か
っ
た
場
合
）で
は
、
こ
の
５

年
相
対
生
存
率
に
大
き
な
差
が
生

じ
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
の
発
見
に
よ
り
、

そ
の
多
く
が
治
癒
し
ま
す
。
早
期

発
見・早
期
治
療
の
た
め
、
定
期
的

に「
が
ん
検
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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受
診
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、各
種
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
が
ん
検
診

を
受
診
し
、
自
ら
の
健
康
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
が
ん
か
ら
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
男
女
と
も
に
患
者
が

増
加
中
の「
大
腸
が
ん
」と
、
女
性

に
最
も
多
い「
乳
が
ん
」に
つ
い
て
、

傾
向
や
検
診
の
受
診
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

市民健康フォーラム2019　がん検診啓発セミナー
　著名人の体験をもとに、健康やがん予防について考える講演会です。
と　き　11月４日（月・休）午後１時30分～３時30分
ところ　市民文化センター　大ホール
・基調講演「恋する医療、愛する介護」
　講師　奥山　明彦氏
　　　　(上都賀郡市医師会前会長・健康づくり推進協議会会長)
・特別講演「明るくさわやかに生きる～アグネスが見つめた命」
　講師　アグネス・チャン氏
　　　　(歌手・エッセイスト・教育学博士)
定　員　1,200人　　入場料　無料。ただし、事前に配布する入場整理券が必要。
入場整理券配布場所　健康課（市役所本館１階⑫番窓口）、市民文化センター、市民情報センター
※当日、座席に空きがある場合は、入場整理券がない人も入場できます。
主　催　鹿沼市、上都賀郡市医師会、栃木県医師会、（公財）栃木県保健衛生事業団

発見時期で大きく異なる
５年相対生存率
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５位 前立腺 肝臓 子宮
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資料：がんの統計〈2018年版〉 資料：国立がん研究センター
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　   大腸がん
　大腸がんは、年々患者が増加していま
す。男性の11人に１人、そして女性の13
人に１人が発症しており、男女ともに患
者が最も多いがんです。
　市の大腸がん検診は、便検査によるも
ので、自宅で２日分の便を採取し、検査
会場に提出するだけの簡単な検査です。
無料で受診できます。
　なお、検診会場に来場することが困難
な場合は、郵送で検診を受けることもで
きます。
　詳しくは、14ページをご覧ください。

　   乳がん
　乳がんは日本人女性が最もかかりやすいがんで、日本人女性の11人に１人が発症するといわれ
ています。
　また、40～50歳代をピークに発症や死亡が増加しており、子育てや介護、仕事など、女性と
して一番忙しい時期にかかりやすい病気です。検診をしっかり受診し、早期発見することが大切
です。

  市の大腸がん検診・乳がん検診

大腸がん 乳がん

対 象 者 40歳以上 30歳以上偶数年齢女性

受 診 間 隔 １年に１回 ２年に１回（偶数年齢）

検 査 項 目 便潜血検査
30歳代 40歳以上

問診、超音波 問診、超音波・マンモグラフィ

自 己 負 担 無料
30歳代 40歳以上

500円 1,000円

市では、胃・肺・子宮などのがん検診も行っています。忘れずに受診しましょう。

10月は
「乳がん月間」

部位別　がん罹
り

患
かん

数　男女計　
全国推計値

100
75
50
25
0 大腸がん

95.5 100

18.5
37.8

乳がん

140,000

105,000

70,000

35,000

0

ー 胃　ー 肺　ー 大腸　ー 子宮　ー 乳

1975 1985 1995 2005 2014
■Ⅰ期　■Ⅳ期

人

％

資料：国立がん研究センター


